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行政効率化にむけて

事務機構を一部改正

～行政調整室を新設～

町
で
は
行
政
の
効
率
化
を
図
る
た
め

六
月
一
日
か
ら
室
を
新
設
及
び
課
、
係

を
統
廃
合
し
て
、
一
部
事
務
機
構
を
改

正
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
改
良
住
宅
事
業
の
終
了
に
と

も
な
う
職
員
の
配
置
、
今
後
の
大
き
な

事
業
で
あ
る
庁
舎
や
町
民
会
館
の
建
設

・
財
政
再
建
な
ど
を
行
政
調
整
室
で
専

門
的
に
対
応
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の

で
す
。ま
た
、
こ
れ
と
同
時
に
次
の
よ
う
に

謀
、
係
を
一
部
統
廃
合
し
て
（
課
・
係

名
も
変
更
）
、
事
務
の
効
率
化
を
図

り
、
行
政
需
要
に
応
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
、
こ
れ
に
伴
な
い
〝
人
事
異

動
″
が
多
数
あ
り
、
町
民
の
み
な
さ
ん

に
は
一
時
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
窓
口
関
係
の
配
置
は
、
い
ま

ま
で
通
り
で
す
。

（
謀
・
係
名
）

行
政
調
整
室
（
新
設
）

総
務
課
　
庶
務
係
　
人
事
係

財
政
課
　
財
務
係
　
課
税
係

納
税
係

管
財
課
　
管
財
係
　
用
地
係

国
土
調
査
係

住
民
課
　
住
民
係
　
保
健
衛
生
係

国
保
年
金
係

社
会
謀
　
民
年
係
　
老
人
児
童
係

産
業
課
　
農
林
商
工
係

建
設
課
　
土
木
係
　
都
市
計
画
係

住
宅
課
　
住
宅
係
　
建
築
係

鉱
害
課
　
鉱
害
係

同
和
対
策
室
、
水
道
譲
、
教
育
委
員
会

議
会
事
務
局
は
現
在
の
ま
～
で
す
。
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国
運
は
一
九
四
八
年
「
す
べ
て
の
人

間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ

り
、
人
と
し
て
尊
ば
れ
、
諸
権
利
を
有

し
、
平
等
で
あ
る
」
こ
と
を
全
世
界
に

む
か
っ
て
宣
言
し
ま
し
た
（
世
界
人
権

宣
言
）そ
れ
に
も
と
づ
き
「
精
神
薄
弱
者
の

権
利
宣
言
」
　
「
障
害
者
の
権
利
軍
一
戸

が
発
せ
ら
れ
、
一
九
七
六
年
の
第
三
十

一
回
国
連
総
会
で
は
一
九
八
一
年
を

「
国
際
障
害
者
年
」
と
す
る
こ
と
を
、

世
界
の
総
意
と
し
て
決
議
し
ま
し
た
。

そ
の
テ
ー
マ
は
　
「
完
全
参
加
と
平

等
」
で
す
。

国
連
総
会
は
、
完
全
参
加
と
平
等
を

実
現
す
る
た
め
に
次
の
よ
う
な
五
つ
の

目
榛
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

一
、
障
害
を
も
つ
人
び
と
が
身
体
的
に

も
精
神
的
に
も
社
会
に
適
応
で
き
る
よ

う
、
援
助
す
る
こ
と
。

二
、
障
害
を
も
つ
人
び
と
に
援
助
・
訓

練
、
医
療
、
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
適
切
な
仕
事
に
就
き
、
社
会
へ
の

参
加
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

三
、
障
害
を
も
つ
人
び
と
が
実
際
に
社

会
生
活
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
公
共
建

築
物
や
交
通
機
関
を
利
用
す
る
た
め
の

調
査
、
研
究
を
進
め
る
こ
と
。

四
、
障
害
を
も
つ
人
び
と
が
社
会
、
経

済
、
政
治
活
動
に
参
加
す
る
権
利
を
も

っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
一
般
の
人

び
と
を
啓
発
す
る
こ
と
。

五
、
障
害
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と

と
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
的

な
対
策
を
進
め
る
こ
と
。

水
巻
町
懇
話
会
設
立

水
巻
町
は
三
月
十
一
日
「
国
際
障
害

者
年
推
進
水
巻
町
懇
話
会
」
を
設
け
、

障
害
者
年
の
基
本
的
人
権
の
確
立
、
保

障
を
視
点
と
し
て
、
障
害
者
年
を
契
機

に
推
進
す
べ
き
事
項
等
を
策
定
す
る
こ

と
と
し
、
推
進
事
業
は
総
花
的
で
な
く

今
後
十
年
間
に
息
長
く
す
す
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

障害者数

世　界　－　4億5，000万人

日　本　－　　　　350万人

福岡県　－　18万7，000人

水巻町　－　　　1，100人

五
月
四
日
、
母
子
寮
の
楽
し
い
遠
足
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

雨
の
た
め
符
に
待
っ
た
遠
足
で
す
。
大
恐
竜
博
や
金
魚
す
く
い
で

過
し
た
思
い
出
の
一
日
を
原
田
君
に
つ
づ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
年
の
障
害
者
年
を
実
の
あ
る
も
の

と
す
る
た
め
に
、
み
ん
な
が
参
加
し
、

み
ん
な
が
平
等
に
暮
ら
せ
る
、
よ
り
よ

い
社
会
づ
く
り
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
も

理
解
と
協
力
が
切
に
望
ま
れ
て
い
ま

す
勘

∇
人
　
権
　
の
　
共
　
存
△

互
い
に
相
手
の
立
場
を
考
え
て

豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
ろ
う

ぼ
く
は
、
五
月
四
日
か
し
い
か
え
ん

に
行
き
ま
し
た
。
本
当
は
五
月
三
日
に

行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
雨

が
ふ
っ
て
延
期
に
な
っ
た
の
で
す
。
ぼ

く
は
て
る
て
る
ぼ
う
ず
を
作
ろ
う
と
思

い
ま
し
た
が
、
遊
ぶ
の
に
む
ら
ゅ
う
に

な
っ
て
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
朝
起

き
て
み
る
と
雨
が
ふ
っ
て
い
ま
し
た
。

残
念
で
し
た
。
あ
く
る
日
、
起
き
た

ら
天
気
で
し
た
。
お
か
あ
さ
ん
も
行
く

予
定
で
し
た
が
、
仕
事
の
つ
ご
う
で
行

か
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
バ
ス
が
新
し

か
っ
た
の
で
、
前
に
す
わ
り
た
か
っ
た

け
ど
、
じ
ゃ
い
け
ん
で
負
け
た
の
で
、

ぼ
く
の
弟
と
友
博
君
が
前
に
す
わ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
し
ば
ら
く
し
て
か
し

い
か
え
ん
に
着
き
ま
し
た
。

大
キ
ョ
ウ
リ
ユ
ウ
博
は
化
石
と
思
い

む
ね
を
わ
く
わ
く
さ
せ
て
中
に
入
り
ま

し
た
。
ぼ
く
の
考
え
と
ち
が
っ
て
、
む

か
し
の
原
始
人
の
顔
の
は
ね
や
サ
メ
の

歯
の
は
ね
や
キ
ョ
ウ
リ
ユ
ウ
の
は
ね
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
を
ず
っ
と
行
く
と
、
み
ん
な
が

さ
わ
い
で
い
た
の
で
行
っ
て
み
た
ら
、

キ
ョ
ウ
リ
ユ
ウ
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
が
売
っ

て
い
た
の
で
、
お
か
あ
さ
ん
に
買
っ
て

そ
し
て
、
む
か
し
の
電
話
を
い
っ
ぱ
い

み
て
、
そ
こ
が
終
っ
て
遊
園
地
に
行
っ

て
の
り
も
の
に
の
り
ま
し
た
。
ポ
ー
ト

に
の
っ
て
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
行
っ
て
食
事

を
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
弟
が
き
ん
ぎ
ょ
が
ほ
し

い
と
言
っ
た
の
で
、
き
ん
ぎ
ょ
す
く
い

を
し
て
、
三
び
き
つ
り
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た
で
す
。

ぼ
く
の
心
に
残
る
思
い
出
の
一
日
で

し
た
。

（
猪
熊
小
四
年
　
原
田
　
肇
）

今
年
は
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
制

定
さ
れ
て
三
十
三
年
に
な
り
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
市
町
村
長
の
推
薦

に
よ
り
法
務
大
臣
か
ら
要
嘱
さ
れ
、
住

民
の
人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
常
に
監

視
し
、
も
し
人
権
侵
害
が
あ
っ
た
場
合

は
そ
の
相
手
に
な
り
、
そ
の
侵
犯
を
排

除
し
て
救
済
な
り
、
又
は
自
由
人
権
思

想
の
普
及
高
陽
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

人
権
に
か
か
わ
る
こ
と
や
、
家
庭
内

の
問
題
、
近
隣
関
係
の
も
め
ご
と
等
ど

の
よ
う
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
か
ら
気

軽
に
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
御
相

談
下
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
守
ら
れ
ま

す
。
水
巻
町
内
の
人
権
擁
護
委
員
は
次

の
万
々
で
す
。

吉
田
サ
カ
ヱ

岡
　
　
隆
一

柴
田
　
静
賓

机　猪下
熊　二

事
業
所
統
計
調
査
に

ご

協

力

を

こ
の
統
計
調
査
は
3
年
ご
と
に
お
こ

な
わ
れ
、
す
べ
て
の
事
業
所
を
対
象
と

し
て
事
業
の
種
類
・
従
業
者
数
な
ど
事

業
所
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
調
査
す

る
も
の
で
す
。

こ
の
調
査
は
7
月
1
日
を
期
し
て
全

国
い
っ
せ
い
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
6
月

下
旬
か
ら
7
月
上
旬
に
か
け
て
各
事
業

所
に
調
査
員
が
お
伺
い
い
た
し
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
調
査
に
あ
た
り
不
明
な
点
、
疑

問
の
生
じ
た
万
は
役
場
農
林
商
工
係
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

スポーツでつく　ろう　と　もだち　明るい未来　　磯島信弘
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印
才
以
上
の
方
に

居
室
資
金
貸
付

福
岡
県
で
は
、
6
0
歳
以
上
の
人
と
同

居
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
が
、
老
人
の

た
め
の
専
用
居
室
を
増
築
、
改
築
す
る

場
合
に
貸
付
け
を
い
た
し
ま
す
。

申
込
資
格

①
6
0
歳
以
上
の
老
人
　
（
7
月
1
5
日
現

在
）
と
同
居
、
又
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
2
0
歳
以
上
5
9
歳
以
下
の
人

⑧
県
内
に
引
き
続
き
1
年
以
上
住
所
を

有
す
る
人

㊥
貸
付
金
を
償
還
す
る
見
込
み
の
あ
る

人
④
工
事
完
了
が
5
7
年
3
月
3
1
日
ま
で
に

で
き
る
見
込
み
の
人

住
宅
要
件

①
床
面
観
が
1
6
6
が
（
約
5
0
坪
）
以

下
で
あ
る
こ
と

貸
付
条
件

①
貸
付
限
度
額
　
9
0
万
円
（
工
事
見
椅

金
額
は
貸
付
金
の
2
倍
程
度
ま
で
）

㊥
貸
付
利
息
　
年
3
％

⑧
償
還
期
限
　
1
0
年
以
内

④
償
還
方
法
　
元
利
均
等
月
賦
償
還

保
証
人
の
資
格

①
県
内
に
引
き
続
き
1
年
以
上
任
所
を

有
す
る
人

⑧
2
人
（
担
保
不
要
〕

⑨
所
得
額
が
月
額
8
万
円
（
税
込
み
）

以
上
の
人

④
年
令
は
2
0
歳
以
上
5
9
歳
以
下
の
人

㊥
申
込
み
、
6
月
1
5
日
～
7
月
1
5
日

役
場
老
人
児
童
係
ま
で

幼
稚
園
奨
励
補
助

水
巻
町
で
は
、
幼
稚
園
教
育
の
普
及

と
充
実
を
図
る
た
め
、
私
立
幼
稚
園
奨

励
補
助
金
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者
は
、
水
巻
町
町
内
に
居
住
し

私
立
幼
稚
園
に
児
童
を
通
園
さ
せ
て
い

る
保
護
者
の
万
で
す
。

補
助
金
の
額
は
、
昭
和
五
十
六
年
度

の
町
民
税
の
額
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

な
お
、
昭
和
五
十
六
年
一
月
一
日
以

降
水
巻
町
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
必
ず

転
入
前
の
市
町
村
か
ら
昭
和
五
十
六
年

度
課
税
額
証
明
書
（
均
等
副
、
所
得
副

の
金
額
が
明
記
し
て
あ
る
も
の
）
を
取

り
ま
せ
て
添
付
し
て
下
さ
い
。

申
請
書
は
、
各
幼
稚
園
ま
た
は
町
教

育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

挺
出
下
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
町
教
育
委
員
会

（

奮

2

0

1

・

0

4

0

3

）

ま

で

就
学
奨
励
援
助
補
助

水
巻
町
で
は
、
町
内
の
小
中
学
校
に

在
学
し
て
い
る
生
徒
で
、
経
済
的
な
理

由
に
よ
り
就
学
困
難
な
者
に
対
し
、
就

学
援
助
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
の
対
象
者
は
「
生
活
保
護

法
に
よ
り
教
育
扶
助
の
支
給
を
受
け
て

い
な
い
者
、
生
活
保
護
法
に
規
定
す
る

要
保
護
者
に
準
じ
る
程
度
に
困
窮
し
て

い
る
者
、
ま
た
は
特
に
補
助
の
必
要
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
で
す
。

申
請
書
は
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま

す
。く
わ
し
く
は
教
育
委
員
会
ま
で

西鉄パス路線が変更

頃末～大腰ト楕「間

六
月
一
日
か
ら
、
水

巻
・
中
間
線
の
西
鉄
バ

ス
運
行
が
新
県
道
の
万

に
路
線
が
変
更
に
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
に
と
も
な
い
、

現
在
Ｓ
か
所
の
バ
ス
停

が
次
の
通
り
5
か
所
に

な
り
ま
す
。

①
頃
未
バ
ス
停
か
ら

⑧
鯉
口
⑨
吉
田
グ
ラ
ン

ド
前
④
吉
田
東
⑨
吉
田

団
地な
お
、
現
在
の
路
線

は
運
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

伊
左
座
ヤ
ン
キ
ー
ス

県

大

会

で

堂

々

優

勝

～全国大会へ再度出場「～

う　れ　し　い　追加点

今
年
で
三
回
に
な
る
全
国
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
交
流
大
会
福
岡
県
代
表
を
決
め

る
予
選
大
会
が
、
五
月
二
十
四
、
三
十

一
日
の
両
日
、
本
町
吉
田
グ
ラ
ン
ド
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

試
合
は
、
県
下
五
地
区
で
勝
ち
抜
い

て
き
た
強
豪
八
チ
ー
ム
だ
け
あ
っ
て
、

各
チ
ー
ム
と
も
自
信
に
満
ち
、
ま
る
で

甲
子
園
の
ミ
ニ
版
を
見
て
い
る
よ
う
で

応
援
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
地
元
伊
左
座
ヤ
ン
キ
ー

ス
は
安
定
し
た
強
さ
で
、
相
手
三
チ
ー

ム
を
三
点
ま
で
で
お
さ
え
て
、
堂
々
と

福
岡
県
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

伊
左
座
ヤ
ン
キ
ー
ス
は
、
こ
れ
で
一

昨
年
に
続
き
、
八
月
十
五
日
に
名
古
屋

で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま

す
。伊
左
座
ヤ
ン
キ
ー
ス
の
ご
健
闘
を
祈

り
ま
す
。

徳 カ　ア ト　ム ズ 0 0 1 1 0 0 0 2

伊 左座 ヤンキース 3 0 1 2 0 0 6

（徳）佐野、沢田一川原
（伊）若林、松尾一井上

伊左座ヤンキースメンバー

6 9 3 ・1 2 8 7 5 ・3 1 ・5 4

舟 大 松 井 本 皇 草 若 荻
津 槻 尾 上 松 沢 野 林 谷

社
会
人

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
七
回
水
巻
町
地
区
公
民
館
対
抗
、

社
会
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
五
月

十
七
日
、
三
会
場
に
分
か
れ
、
二
十
五

チ
ー
ム
、
五
百
名
程
の
参
加
の
な
か
で

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

伊
左
座
会
場
で
は
、
昨
年
の
優
勝
戦

（
下
二
町
住
対
吉
田
ノ
こ
が
早
く
も

再
現
さ
れ
、
1
1
対
1
0
の
接
戦
の
う
え
、

サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
で
、
下
二
町
住
が
連
続

優
勝
。
吉
田
会
場
で
は
、
チ
ー
ム
の
若

返
り
を
図
っ
た
上
二
Ａ
が
一
昨
年
の
優

勝
チ
ー
ム
美
吉
野
を
破
っ
て
初
優
勝
。

南
中
学
会
場
で
は
、
午
後
よ
り
伊
左
座

に
会
場
を
移
し
、
頃
未
北
Ｂ
が
優
勝
し

ま
し
た
。

福岡県職員採用試験譜翳しス聖古冒嗣完豊君豊斜里詔書謂冒ださ謹書譜紅音響ｉ空。67
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地
区
別
成
人
病
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う

水
巻
町
で
は
町
民
の
健
康
を
守
る
た

め
に
7
月
を
成
人
病
対
策
特
別
月
間
に

設
け
て
、
次
の
日
程
で
各
地
区
で
検
診

を
行
い
ま
す
。

年
に
一
回
自
分
の
健
康
チ
ュ
ッ
ク
を

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

成
人
病
の
特
徴

①
中
年
過
ぎ
て
急
増
す
る

㊥
自
覚
症
状
が
余
り
な
い

㊥
原
因
が
は
っ
き
り
し
な
い

④
一
人
で
複
数
の
病
気
を
も
っ
て
い
る

⑤
現
代
医
学
で
は
予
防
が
第
一
で
す

検
診
場
所

7

月

1

1

日

1
2
日

7

月

1

8

日

1
9
日

7

月

2

5

日

2
6
日

8

月

ｌ

日

2

日

口

・
日
程

（
土
曜
）

（
日
曜
）

（
土
曜
）

（
日
曜
）

（
土
曜
）

み
ず
ほ
団
地

公
民
館

役
場酉
別
館

猪
熊

（
日
曜
）
　
　
公
民
館

（
土
曜
）
　
吉
田
団
地

（
日
曜
）
　
　
公
民
館

受
付
け
時
間
は
い
ず
れ
も
9
時
～
1
1

時
3
0
分

検
査
内
容

身
長
、
体
重
、
視
力
測
定
、
検
尿

（
7
種
類
）
、
血
圧
、
血
液
検
査
（
貧

血
そ
の
他
）
、
コ
心
ス
テ
ロ
ー
ル
、

血
糖
検
査
、
心
電
図
（
医
師
の
指

示
）
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
医
師
の

診
察
料
金

。
成
人
病
検
診
雨
碩
他

。
胃
ガ
ン
検
診
一
謂
他

無
料
5
百
円

5
百
円

千
4
百
円

ご
注
意

。
昨
年
受
診
さ
れ
た
方
は
必
ず
受
け
ま

し
ょ
う
（
昨
年
カ
ル
テ
有
〕
受
付
は

6
月
1
0
日
か
ら
（
先
着
1
2
0
名
）

。
問
診
票
が
あ
り
ま
す
の
で
、
本
人
が

料
金
を
添
え
て
直
接
役
場
衛
生
係
へ

九
州
朝
日
レ
ガ
ッ
タ

遠
賀
川
で
初
の
ポ
ー
ト
競
争

遠
賀
川
で
初
め
て
の
ボ
ー
ト
競
技
会

が
行
わ
れ
ま
す
。
初
夏
の
一
時
を
家
族

そ
ろ
っ
て
ご
観
覧
下
さ
い
。

▼
日
時
　
6
月
1
3
日
、
1
4
日

9
時
か
ら

▼
場
所
　
遠
賀
川
河
口
堰
上
流
附
近

▼
種
目
　
1
0
種
目

交
通
共
済
の

総
代
候
補
者
を
選
出

6
月
3
0
日
で
交
通
共
済
総
代
の
任
期

が
切
れ
ま
す
。
こ
れ
に
と
も
な
い
新
総

代
に
次
の
万
々
が
総
代
選
考
委
員
会
か

ら
推
せ
ん
き
れ
ま
し
た
。

藤
崎
　
正
志
　
区
長
会
代
表

吉
田
サ
カ
ヱ
　
婦
人
会
代
表

粟
川
タ
ツ
エ
　
商
工
会
代
表

県

保

母

試

験

▼

日

　

時

　

8

月

2

6

日

～

2

8

日

▼
場
　
所
　
福
岡
市
香
蘭
女
子
短
大

▼
受
付
期
間
　
6
月
2
9
日
～
7
月
6
日

遠
賀
福
祉
事
務
所
（
総
務
課
）

曾

6

0

1

・

2

1

2

1

願
書
は
6
月
1
5
日
か
ら
役
場
社
会
課

に
用
意
し
て
い
ま
す
。

臨
欝
が
酎

消
防
設
備
士
試
験

▼
試
験
日
　
8
月
2
日

▼
試
験
場
　
北
九
州
大
学

▼
申
込
み

。
6
月
2
2
日
～
2
3
日
ま
で
北
九
州
市
消

防
局
（
小
倉
北
区
城
内
）

。
6
月
2
4
口
～
2
6
日
ま
で
県
民
生
部
消

防
防
災
課

。
試
験
の
種
類
　
甲
種
第
1
類
～
第
5

類
、
乙
種
第
1
顆
～
第
7
類

消
防
設
備
士
試
験
準
備
購
習
会

▼
日
時
　
7
月
2
5
日
～
2
6
日

▼
場
所
　
飯
塚
総
合
会
館

▼
講
習
の
種
類

甲
乙
種
と
も
第
5
類
を
除
い
た
も
の

く
わ
し
く
は
郡
消
防
署
予
防
課
（
禽

0

9

3

2

9

・

3

・

1

2

3

1

）

ま

で

身
障
者
巡
回
相
談

予

約

受

付

。
日
時
　
7
月
2
日
　
1
0
時
～
1
5
時

。
場
所
　
芦
屋
町
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
旧
役
場
跡
）

な
お
、
当
日
の
混
雑
を
防
ぐ
た
め
左

記
の
と
お
り
、
相
談
の
予
約
受
付
を
し

ま
す
。
。
日
時
　
6
月
1
5
日

は
時
3
0
分
～
1
5
時
剖
分

。
場
所
　
水
巻
町
役
場
東
別
館

携
行
品
　
手
帳
、
印
鑑
、
写
真
2
枚

雇
用
保
険
の
届
書
様
式

が
大
き
く
変
わ
り
ま
す

公
共
職
業
安
定
所
に
お
け
る
利
用
者

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
6
月

2
7
日
か
ら
届
書
様
式
が
か
わ
り
、
7
月

6
日
か
ら
全
国
一
斉
に
Ｆ
限
用
保
険
ト

ー
タ
ル
・
シ
ス
テ
ム
」
方
式
（
コ
ン
ビ

ユ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
）
に
な
り
ま
す
。

無
線
墓
地
の
移
転

左
記
基
地
が
移
転
し
ま
す
の
で
、
縁

故
者
は
連
絡
を

▼
所
在
地
　
石
川
県
小
松
市
串
茶
屋
町

丙
8
1
番
地

▼
連
絡
　
9
月
3
0
日
ま
で
小
松
市
串
茶

屋
町
甲
1
3
0
道
場
吉
男
（
曾
0

7

6

1

・

4

3

・

0

2

2

3

）

　

へ

〔
町
職
員
人
事
移
動
〕

◎
議
会
事
務
局
．
細
美
英
明
、
緒
方
義

雄

◎
行
政
調
整
室
　
大
月
　
薫
、
永
沼
英

和
、
守
口
洋
五
、
志
村
彰
三
郎

◎
総
務
課
　
佐
々
木
一
誠

。
人
事
係
　
小
山
良
子
、
矢
野
繁
敏

。
庶
務
係
　
花
村
昭
生
、
藤
川
久
雄
、

内
海
隆
徳
、
古
賀
貴
志
枝

◎
管
財
課
　
田
中
博
幸

。
管
財
係
　
君
田
久
子

。
用
地
係
　
山
崎
徳
博
、
堤
野
久
男

。
国
土
調
査
係
　
峯
浦
帯
八
郎

◎
財
政
課
　
今
井
久
之

。
財
務
係
　
吉
永
英
憲
　
近
藤
初
代

。
課
税
係
　
田
中
和
子
、
西
尾
啓
三
、

伊
藤
和
英
、
行
正
悟
、
大
林
治
男

。
納
税
係
　
松
尾
誠
治
、
梶
山
寛
治
、

矢
野
幸
男
、
生
住
宏
行

◎
住
民
課
　
増
田
弘
率

。
住
民
係
　
杉
本
勝
人
、
吉
川
豊
、
松

尾
朝
子
、
田
中
正
晴
、
城
戸
慶
三

郎
、
島
田
志
津
江

。
保
健
衛
生
係
　
古
海
正
治
、
日
熊
国

事

。
国
保
年
金
係
　
有
田
摩
寿
美
、
芳
賀

健
児

◎
産
業
課
　
盛
田
節
雄
、
藤
崎
博
革
、

田
村
邦
夫
、
宮
庸
二
美

◎
建
設
課

。
都
市
計
画
係
　
入
江
行
雄
、
馬
場
次

雄

◎
社
会
課
　
石
田
信
夫

。
民
生
係
　
田
中
亥
三
雄
、
紫
田
正
詔

．
嶋
田
幸
次

。
老
人
児
童
係
　
白
石
三
明
、
橋
本
淳

子
、
松
村
和
男

◎
住
宅
課
　
船
津
晴
雄

。
住
宅
係
　
入
江
達
士

。
建
築
係
　
森
下
正
憲

◎
水
道
課

。
管
理
係
　
武
野
武
雄
、
池
田
輝
子
、

磯
島
信
弘

◎
教
育
委
員
会
　
三
輪
貞
夫

。
社
会
教
育
係
　
執
行
東
興

。
学
務
係
　
楕
松
利
光
、
未
岡
美
代
子

山
松
康
江
（
伊
左
座
小
）
、
佐
藤
紀

子
（
吉
田
小
）
、
伊
予
幸
子
（
頃
未

小
）
、
古
賀
ス
ミ
子
（
机
小
）
、
原

田
純
子
（
猪
熊
小
）

退
職
　
中
川
圭
一
（
6
月
1
日
付
）

お　　礼～～

香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご

寄贈がありました。ご冥福をお祈りいたします。

立　屋　敷　　故入江　ルイ殿　　入江　次夫殿

頃　　　未　　故土井　　滋殿　　土井美代子殿

下　　　二　　故豊沢　フサ殿　　豊沢　徳男殿

高尾団地　　故田中　秀男殿　　田中モモエ殿
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あなた　の役場です　　電話（201）4321番・


